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市長施政方針

「快水浴場百選」に本市から２カ所が選定 

「地域包括支援センター」ってなあに？

消費生活相談実績

公文書の公開、個人情報の開示状況ほか

健康プラザ

まちの話題

お知らせ

図書館だより

子どもの広場／7月の各種相談

ふるさと再発見

競技も応援も全力で
　第１回気仙沼市立小学校体育祭が、６

月８日、気仙沼小学校校庭で開催されま

した。市内17校の上学年の児童の代表は、

学校の仲間たちからの応援をうけ、

100m走やリレー、ソフトボール投げな

どの競技に取り組みました。
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学校の仲間たちからの応援をうけ、

100m走やリレー、ソフトボール投げな

どの競技に取り組みました。
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■
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
・
大
島
架
橋

の
整
備
促
進

�

　
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
の
全
線
整
備

と
、
唐
桑
道
路
の
工
事
進
捗
、
本
吉

気
仙
沼
道
路
の
工
事
着
手
、
そ
し
て

大
島
架
橋
の
早
期
実
現
と
ア
ク
セ
ス

道
路
や
架
橋
の
建
設
年
次
の
公
表
に

向
け
、
関
係
機
関
・
団
体
と
一
体
と

な
り
促
進
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

�

■
防
災
力
の
充
実

�

　
宮
城
県
沖
地
震
の
発
生
が
切
迫
す

る
な
か
、
国
・
県
・
関
係
機
関
と
連

携
し
て
、
地
震
・
津
波
対
策
の
推
進

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
津
波
避
難
シ

ス
テ
ム
の
早
期
導
入
に
つ
い
て
、
三

陸
沿
岸
の
都
市
な
ど
と
連
携
し
、
国

な
ど
に
要
望
し
ま
す
。

■
産
業
振
興

�

　
各
種
産
業
の
生
産
性
の
向
上
と
と

も
に
「
食
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た

産
業
間
の
連
携
に
よ
り
、
付
加
価
値

の
高
度
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
水

産
と
観
光
を
中
心
と
し
た
地
域
経
済

の
再
生
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

■
教
育
施
設
の
整
備

�

　
新
市
建
設
計
画
に
基
づ
き
学
校
建

設
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
教

育
施
設
の
耐
震
対
策
に
努
め
、
仮
称
・

中
央
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
向
け
、

民
間
活
力
の
導
入
な
ど
を
検
討
し
ま

す
。

■
市
立
病
院

�

　
新
病
院
の
早
期
建
設
に
向
け
努
力

し
ま
す
。

����

■
市
民
参
画
機
会
の
拡
大

�

　
市
民
の
声
を
施
策
に
反
映
す
る
た

め
、
様
々
な
媒
体
を
利
用
し
た
情
報

提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
自

治
区
に
地
域
協
議
会
を
設
置
す
る
な

ど
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
ま
す
。

�
■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働

�
　
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点

と
し
、
セ
ミ
ナ
ー
や
交
流
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
団
体
の
育
成
支
援

に
努
め
ま
す
。

�

■
男
女
共
同
参
画
社
会
の
確
立

�

　
各
種
施
策
を
推
進
す
る
ほ
か
、
男

女
共
同
参
画
都
市
を
宣
言
す
る
と
と

も
に
、
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
に

基
づ
く
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

■
行
政
改
革

�

　
行
政
改
革
大
綱
と
、
こ
れ
に
基
づ

く
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
徹

底
し
た
行
革
に
よ
る
財
源
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

　合併後、初の定例会となる第２回市

議会が６月16日に開会し、鈴木市長が

施政方針を示しました。

　はじめに市長は、新市建設計画の着

実な実行によるまちづくりを進めるこ

とが最大の責務であるとし、新市建設

計画に位置づけられた三つの基本理念

である「市民と行政の協働のまちづくり」

「人と人が支えあうまちづくり」「人

と自然が共生するまちづくり」により、

新市の将来像である「人と自然が輝く

食彩豊かなまち」の実現のため全力を

尽くす決意を述べました。

�　そのうえで、新市が抱える重要課題

についての所信と、新市建設計画の五

つの基本目標の実現に向けた主な施策

を表明しました。

　ここでは、その主な内容をお知らせ

します。

～  市長施政方針 ～
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�
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築
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�

■
国
民
保
護

　
関
係
条
例
を
制
定
し
、
国
民
保
護

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

�

■
平
和
行
政

　
非
核
平
和
都
市
を
宣
言
す
る
と
と

も
に
、
平
和
行
政
の
基
本
原
則
を
定

め
る
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

�

■
上

水

道

　
水
源
開
発
施
設
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
施
設
完
成
ま
で
の
間
の
暫

定
水
利
権
の
確
保
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
唐
桑
大
沢
浄
水
場
の
施
設
整
備

を
進
め
ま
す
。

��

■
公
共
下
水
道
な
ど

　
供
用
区
域
の
拡
大
に
努
め
る
と
と

も
に
、
汚
泥
炭
化
施
設
の
整
備
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
浄
化
槽
設
置
に
対

し
助
成
し
ま
す
。

�

■
県
道
の
整
備
促
進

�

　
唐
桑
最
短
道
に
つ
い
て
は
、
早
期

整
備
に
向
け
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

主
要
地
方
道
・
気
仙
沼
唐
桑
線
整
備

に
つ
い
て
は
、
県
と
協
調
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

�

■
市
道
の
整
備

　
市
道
に
つ
い
て
は
、
災
害
時
に
も

対
応
で
き
る
安
全
で
安
心
な
道
路
環

境
を
確
保
す
る
た
め
、
直
接
要
望
交

付
金
事
業
な
ど
を
活
用
し
た
効
率
的

な
整
備
と
、
維
持
補
修
に
努
め
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
は
、
市
街
化

の
促
進
と
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

に
よ
る
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、

整
備
に
努
め
ま
す
。

�

■
生
活
路
線
バ
ス

�

　
再
編
整
備
に
よ
る
維
持
に
努
め
ま

�

■
消
防
・
防
災
体
制
の
充
実

　
地
域
防
災
計
画
の
策
定
な
ど
に
よ

り
防
災
・
危
機
管
理
体
制
を
構
築
し
、

広
域
消
防
と
の
連
携
を
図
り
、
消
防
・

防
災
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

地
区
ご
と
の
自
主
防
災
活
動
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
講
演
会
や
出
前
講

座
な
ど
を
と
お
し
て
防
災
意
識
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

�
■
住
宅
防
災

　
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
助
成
事
業

や
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
除
却
事
業
を

実
施
し
ま
す
。
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す
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地
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沼
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桑
線
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備
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て
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、
県
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取
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ま
す
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■
市
道
の
整
備

　
市
道
に
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い
て
は
、
災
害
時
に
も

対
応
で
き
る
安
全
で
安
心
な
道
路
環

境
を
確
保
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る
た
め
、
直
接
要
望
交

付
金
事
業
な
ど
を
活
用
し
た
効
率
的

な
整
備
と
、
維
持
補
修
に
努
め
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
は
、
市
街
化

の
促
進
と
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

に
よ
る
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、

整
備
に
努
め
ま
す
。

�

■
生
活
路
線
バ
ス

�

　
再
編
整
備
に
よ
る
維
持
に
努
め
ま

す
。

��

■
自
然
環
境
の
保
全

�

　
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

�

■
廃
棄
物
対
策

�

　
不
法
投
棄
や
ご
み
の
散
乱
を
防
止

す
る
と
と
も
に
、
分
別
収
集
、
ご
み

の
減
量
化
、
資
源
の
再
利
用
な
ど
を

推
進
し
ま
す
。

�����

■
農
　
　
業

�

　
経
営
所
得
安
定
対
策
等
大
綱
に
基

づ
き
、
担
い
手
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
生
産
性
と
収
益
性
の
高
い
施
設

園
芸
を
振
興
し
ま
す
。
ま
た
、
遊
休

農
地
を
利
用
し
た
地
場
産
品
の
開
発
、

集
落
営
農
の
促
進
な
ど
に
努
め
ま
す
。

��

■
林
　
　
業

�

　
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金

制
度
を
活
用
し
、
森
林
資
源
の
育
成

を
図
る
と
と
も
に
、
地
元
木
材
の
需

要
拡
大
に
努
め
ま
す
。

��

■
漁
港
施
設

�

　
特
定
第
三
種
気
仙
沼
漁
港
の
整
備

促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
宿
舞
根
漁

港
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

�

■
漁
船
漁
業

�

　
気
仙
沼
地
区
近
海
マ
グ
ロ
延
縄
漁

業
あ
り
方
研
究
会
の
提
言
を
ふ
ま
え
、

関
係
団
体
と
連
携
し
て
適
切
に
対
応

し
ま
す
。
魚
市
場
に
つ
い
て
は
、
南

側
施
設
整
備
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

�

■
漁
船
誘
致

�

　
卸
売
業
者
と
一
体
と
な
り
、
関
係

市
町
や
、
船
主
な
ど
を
訪
問
し
、
水

揚
げ
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
他

港
漁
船
乗
組
員
子
弟
招
致
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

�

■
水
産
加
工
業

�

　
気
仙
沼
地
域
ハ
サ
ッ
プ
に
よ
る
認

定
工
場
の
拡
大
や
、
水
産
加
工
品
の

ブ
ラ
ン
ド
化
の
取
り
組
み
に
対
し
支

援
し
ま
す
。
ま
た
、
宮
城
大
学
と
連

携
し
、
商
品
開
発
や
品
質
管
理
向
上

の
促
進
を
図
り
ま
す
。

�

■
沿
岸
漁
業

�

　
稚
貝
放
流
事
業
に
対
す
る
支
援
な

ど
、
資
源
管
理
型
漁
業
・
栽
培
漁
業

の
促
進
に
努
め
ま
す
。

��

■
商
・
工
業

�

　
商
店
街
振
興
条
例
に
基
づ
く
各
種

助
成
制
度
や
、
商
業
活
性
化
推
進
事

業
な
ど
に
よ
り
、
意
欲
あ
る
商
店
街

や
商
業
者
グ
ル
ー
プ
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
国
・
県
の
制
度
を
活
用
し
、

新
商
品
開
発
や
新
分
野
進
出
を
支
援

し
ま
す
。

��

■
物
産
振
興

�

　
産
業
ま
つ
り
や
、
求
評
見
本
市
な

ど
に
よ
り
、
気
仙
沼
ブ
ラ
ン
ド
の
情

報
発
信
に
努
め
、
販
路
拡
大
を
支
援

し
ま
す
。

��

■
労
働
対
策
　

�

　
雇
用
環
境
の
改
善
に
努
め
る
と
と

も
に
、
県
立
気
仙
沼
高
等
技
術
専
門

校
の
存
続
を
県
に
働
き
か
け
ま
す
。

安
全
・
安
心
・
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

地
域
資
源
を
活
用
し
た
活
力
あ
る

産
業
の
ま
ち
づ
く
り

自
治
会
な
ど
に
お
け
る
、
自
主
防
災
活
動
を
支
援
し
ま
す



����

■
医
療
の
充
実

�

　
関
係
機
関
と
連
携
し
、
総
合
的
な

医
療
体
制
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

�

■
高
齢
者
保
健
福
祉

�

　
高
齢
者
が
健
康
で
生
き
が
い
を
も

っ
て
社
会
参
加
で
き
る
よ
う
、
環
境

整
備
に
努
め
、
地
域
ケ
ア
体
制
の
確

立
を
進
め
ま
す
。

■
障
害
者
福
祉

�

　
障
害
福
祉
計
画
を
策
定
す
る
と
と

も
に
、
障
害
者
の
自
立
を
支
援
し
ま

す
。

�

■
社
会
福
祉

�

　
母
子
・
父
子
家
庭
の
生
活
の
安
定

や
生
活
保
護
世
帯
な
ど
の
自
立
を
支

援
し
ま
す
。

■
国
民
年
金

�

　
市
民
の
受
給
権
の
確
保
の
た
め
、

広
く
制
度
の
周
知
を
行
な
い
、
無
年

金
者
を
な
く
す
よ
う
に
努
め
ま
す
。

■
健
康
づ
く
り

�

　
家
庭
や
地
域
と
連
携
し
た
意
識
啓

発
や
健
康
教
育
と
各
種
健
診
な
ど
の

予
防
対
策
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
事
業

�

　
市
民
が
安
心
し
て
保
険
給
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
健
全
な

財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

■
母
子
保
健
・
子
育
て
支
援

�

　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る

た
め
の
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

■
観
光
振
興

�

　
豊
か
な
自
然
と
港
町
の
歴
史
・
文

化
、
「
食
」
を
生
か
し
た
通
年
型
観

光
地
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
地
域
の

魅
力
を
全
国
に
情
報
発
信
し
な
が
ら
、

交
流
人
口
の
増
大
に
よ
る
活
性
化
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
20
年
度

に
本
県
で
開
催
さ
れ
る
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
重
点
事
業
と
し

て
取
り
組
む
ほ
か
、
市
内
巡
回
バ
ス

な
ど
接
続
交
通
の
確
保
、
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
一
関
・
平
泉
・

松
島
・
仙
台
・
遠
野
な
ど
と
の
広
域

連
携
の
強
化
な
ど
に
よ
り
、
観
光
客

の
誘
致
に
努
め
ま
す
。
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■
観
光
振
興

�

　
豊
か
な
自
然
と
港
町
の
歴
史
・
文

化
、
「
食
」
を
生
か
し
た
通
年
型
観

光
地
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
地
域
の

魅
力
を
全
国
に
情
報
発
信
し
な
が
ら
、

交
流
人
口
の
増
大
に
よ
る
活
性
化
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
20
年
度

に
本
県
で
開
催
さ
れ
る
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
重
点
事
業
と
し

て
取
り
組
む
ほ
か
、
市
内
巡
回
バ
ス

な
ど
接
続
交
通
の
確
保
、
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
一
関
・
平
泉
・

松
島
・
仙
台
・
遠
野
な
ど
と
の
広
域

連
携
の
強
化
な
ど
に
よ
り
、
観
光
客

の
誘
致
に
努
め
ま
す
。

����

■
医
療
の
充
実

�

　
関
係
機
関
と
連
携
し
、
総
合
的
な

医
療
体
制
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

�

■
高
齢
者
保
健
福
祉

�

　
高
齢
者
が
健
康
で
生
き
が
い
を
も

っ
て
社
会
参
加
で
き
る
よ
う
、
環
境

整
備
に
努
め
、
地
域
ケ
ア
体
制
の
確

立
を
進
め
ま
す
。

■
障
害
者
福
祉

�

　
障
害
福
祉
計
画
を
策
定
す
る
と
と

も
に
、
障
害
者
の
自
立
を
支
援
し
ま

す
。

�

■
社
会
福
祉

�

　
母
子
・
父
子
家
庭
の
生
活
の
安
定

や
生
活
保
護
世
帯
な
ど
の
自
立
を
支

援
し
ま
す
。

■
国
民
年
金

�

　
市
民
の
受
給
権
の
確
保
の
た
め
、

広
く
制
度
の
周
知
を
行
な
い
、
無
年

金
者
を
な
く
す
よ
う
に
努
め
ま
す
。

■
健
康
づ
く
り

�

　
家
庭
や
地
域
と
連
携
し
た
意
識
啓

発
や
健
康
教
育
と
各
種
健
診
な
ど
の

予
防
対
策
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
事
業

�

　
市
民
が
安
心
し
て
保
険
給
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
健
全
な

財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

■
母
子
保
健
・
子
育
て
支
援

�

　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る

た
め
の
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

��

■
生
涯
学
習
の
推
進

�

　
多
様
な
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
対
応

し
た
学
習
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

■
社
会
教
育

�

　
学
校
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
家

庭
教
育
や
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
青
少
年
育
成
支
援

セ
ン
タ
ー
の
機
能
の
充
実
に
努
め
ま

す
。
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
蔵
書
管

理
シ
ス
テ
ム
の
整
備
と
子
ど
も
読
書

活
動
推
進
計
画
の
具
現
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

�

■
文
化
芸
術
の
振
興

�

　
子
ど
も
芸
術
劇
場
や
地
方
音
楽
会

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
郷
土
の
先

人
顕
彰
や
文
学
碑
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
構
想
を
推
進
し
ま
す
。

�

■
体
育
振
興

�

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
総
合
体
育
館
を
拠
点
と
し
て
各

種
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
地

域
と
の
学
校
施
設
開
放
事
業
の
運
営

と
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
支
援
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

�

■
学
校
教
育
の
充
実

�

　
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
生
き
る
力
を

身
に
つ
け
た
児
童
生
徒
を
育
て
る
教

育
の
推
進
と
、
学
力
の
向
上
を
図
る

た
め
、
地
域
の
人
材
を
活
用
し
た
学

習
支
援
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、
環

境
素
材
を
生
か
し
た
環
境
教
育
を
進

め
ま
す
。

■
学
校
施
設
の
整
備

�

　
月
立
小
学
校
・
唐
桑
小
学
校
・
鹿

折
小
学
校
建
設
事
業
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
校
舎
と
屋
内
運
動
場
の
耐

震
化
を
進
め
ま
す
。

■
国
際
交
流

�

　
小
学
校
専
属
の
外
国
語
指
導
助
手

を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
日
本
フ
ル

ブ
ラ
イ
ト
メ
モ
リ
ア
ル
基
金
を
活
用

し
た
各
種
事
業
な
ど
に
よ
り
、
相
互

交
流
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
小
さ

な
国
際
大
使
館
を
活
用
し
、
在
住
外

国
人
へ
の
支
援
な
ど
を
進
め
ま
す
。

���

■
各
種
計
画
の
策
定

�

　
行
政
運
営
の
指
針
と
な
る
総
合
計

画
の
ほ
か
、
国
土
利
用
計
画
、
山
村

振
興
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

■
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
関
連
事
業

�

　「
気
仙
沼
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
」
都
市
を

宣
言
し
「
食
」
を
生
か
し
た
個
性
的

で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
各
種
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

■
離
島
振
興

�

　
県
離
島
振
興
協
議
会
な
ど
関
係
団

体
と
連
携
し
、
第
六
次
宮
城
県
離
島

振
興
計
画
の
具
現
化
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
大
島
癒
し
の
島
づ
く
り
推
進
協

議
会
の
活
動
を
通
じ
、
ア
イ
ラ
ン
ド
テ

ラ
ピ
ー
構
想
の
具
現
化
に
努
め
ま
す
。

�

■
リ
ア
ス
さ
ん
り
く
気
仙
沼
大
使

�

　
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
を
委
嘱

し
、
本
市
の
ピ
ー
ア
ー
ル
な
ど
積
極

的
な
活
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

そ
の
他
の
施
策

学
ぶ
こ
と
を
と
お
し
て

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

た
が
い
に
支
え
あ
い
健
康
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

学
校
施
設
の
環
境
整
備
を
図
り
ま
す

（
完
成
間
近
の
月
立
小
学
校
）

い
や

学
校
施
設
の
環
境
整
備
を
図
り
ま
す

（
完
成
間
近
の
月
立
小
学
校
）
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小田の浜とお伊勢浜が選定されました
　本年５月10日、環境省は、快適な水浴場として全国の100カ所を「快水浴場百選」

に選定し、公表しました。

　本市では、小田の浜とお伊勢浜の2カ所が選定されました。また、小田の浜は、

全国12カ所の特に優れた水浴場である「特選」にも選定されました。　

　
「
快
水
浴
場
百
選
」
は
環
境
省

が
、
人
々
が
直
接
触
れ
る
こ
と
が

で
き
る
個
性
あ
る
水
辺
を
積
極
的

に
評
価
し
、
こ
れ
ら
の
快
適
な
水

浴
場
を
広
く
普
及
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
全
国
１
０
０
カ
所
の
水
浴

場
を
選
定
し
た
も
の
で
す
。

　
今
回
、
市
内
か
ら
２
カ
所
も
の

海
水
浴
場
が
選
定
さ
れ
た
こ
と
は

大
き
な
喜
び
で
あ
り
、
観
光
客
な

ど
の
交
流
人
口
の
増
加
に
よ
っ
て

ま
ち
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
い
う

本
市
に
と
っ
て
、
大
き
な
財
産
と

な
り
ま
す
。

　
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
水
辺
が

も
つ
「
美
し
い
」
「
清
ら
か
」
「
安

ら
げ
る
」
「
優
し
い
」
「
豊
か
」
と

い
う
テ
ー
マ
ご
と
に
、
水
質
・
自

然
景
観
、
環
境
へ
の
配
慮
、
安
全

性
、
利
便
性
、
水
と
人
と
の
関
わ

り
な
ど
に
つ
い
て
評
価
さ
れ
、
決

定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
小
田
の
浜
と
お

伊
勢
浜
が
、
水
質
や
景
観
だ
け
で

は
な
く
、
浜
と
人
々
の
関
わ
り
が

評
価
さ
れ
た
と
い
え
ま
す
。

　
と
り
わ
け
「
小
田
の
浜
」
は
、

特
に
優
れ
た
全
国
12
カ
所
の「
特
選
」

の
一
つ
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
日

頃
か
ら
の
島
民
の
清
掃
活
動
や
島

の
体
験
館
で
の
豊
富
な
学
習
メ
ニ

ュ
ー
、
資
源
循
環
型
社
会
の
形
成

を
目
指
す
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
取
り
組

み
な
ど
が
高
い
評
価
を
得
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
５
月
に
は
、
東
京
で
、
小
池
環

境
大
臣
も
出
席
し
て
認
定
書
交
付

式
が
開
催
さ
れ
、
気
仙
沼
市
観
光

協
会
副
会
長
（
大
島
観
光
協
会
会

長
）
の
白
幡
昇
一
さ
ん
が
認
定
書

を
受
け
取
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同

時
に
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
、
優
良
事
例
発
表
者
と
し
て
、

島
の
体
験
館
や
環
境
保
全
活
動
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
取
り
組
み
な
ど
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　
市
や
観
光
関
係
団
体
で
は
、
今

回
の
栄
誉
を
契
機
と
し
て
、
様
々

な
機
会
を
利
用
し
て
ピ
ー
ア
ー
ル

し
、
観
光
入
り
込
み
客
の
増
加
を

目
指
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　大島癒しの島づくり推進協

議会では、今回の選定を記念

して、毎年田中浜で開催して

いる「いやしの日」イベントを

小田の浜で開催します。この

イベントは、地域の活性化を

図ることを目的に、１年の

184日目を「いやしの日」とし

て、大島の多様な資源を活用

したイベントです。

�日時／７月２日(日）午前10

時から（午前９時から浜

開きと記念行事）

�場所／小田の浜

�内容／地引き網体験、サンド

ゴルフ大会、宝探し、い

やしの料理提供、島中ソー

ランの演技など

�問い合わせ先／市企画政策課

企画政策係☎（22）3408

浜
と
人
の
関
わ
り
が

　
　
　
　
　
　
評
価
さ
れ
た

特選選定を�記念し
「いやしの日」イベントを開催

水 場
浴水 場
浴

環境省選定 百選
こ だ

小田の浜小田の浜

お伊勢浜

いや

お伊勢浜
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本
年
４
月
に
介
護
保
険
制
度
が

見
直
さ
れ
、
で
き
る
だ
け
介
護
が

必
要
に
な
ら
な
い
よ
う
に
予
防
活

動
を
行
う
介
護
予
防
に
重
点
を
置

き
、
高
齢
者
の
方
々
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

�

　
そ
こ
で
、
市
で
は
地
域
の
中
心

的
な
機
関
と
し
て
、
本
年
４
月
か

ら
市
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
「
す

こ
や
か
」
の
中
に
「
気
仙
沼
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置

し
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
燦
さ

ん
館
」
に
、
セ
ン
タ
ー
の
「
唐
桑

分
室
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

っ
て

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

な
あ
に
？

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

な
あ
に
？

気仙沼市地域包括支援センター
〒988－0066　東新城二丁目2－1

（市民健康管理センター「すこやか」内）

☎（21）1212㈹  ファクス（25）1577

�

�気仙沼市地域包括支援センター唐桑分室
〒988－0532　唐桑町石浜282－3

（保健福祉センター「燦さん館」内）

☎（32）4811　 ファクス（32）4810

　
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
伴
い
、
全
国
の
市
町
村
に
「
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

�

　
本
市
で
も
、
本
年
４
月
か
ら
「
気
仙
沼
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

と
「
気
仙
沼
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
唐
桑
分
室
」
を
設
置
し
、

介
護
に
関
す
る
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

みなさんの権利を守ります自立して生活できるよう支援します

様々な方面からみなさんを支えます

●

何でもご相談ください

●

地域包括支援センターではこんな仕事をしています

保　健　師主任ケアマネジャー 社会福祉士

地域包括支援センターでは、主任ケアマネジャー、社会福祉士、保健師などが中心となって高齢者の方々の支援
を行います。３つの職種はそれぞれ専門分野を持っていますが、専門分野の仕事だけを行うのではなく、互いに
連携をとりながら「チーム」として総合的にみなさんを支えます。

高齢者の方々やその家族、近隣に暮らす人の介護に関する
悩みや問題に対応します。介護に関する心配ごと、悩み以外
にも、健康や福祉、医療や生活に関することなど、何でもご
相談ください。

みなさんを支える地域のケアマネジャーの指導や支援のほ
か、高齢の方々にとってより暮らしやすい地域にするた
め、様々な機関とのネットワークづくりに力を入れます。

●
●

●

要支援１・２と認定された人は、介護保険の介護予防サー
ビスを利用できます。
支援や介護が必要となるおそれの高い人や自立した生活をして
いる人などは、市町村が行う介護予防事業を利用できます。

高齢者の方々が安心していきいきと暮らすために、みなさ
んの持つ様々な権利を守ります。成年後見制度の紹介や、
虐待を早期に発見したり、消費者被害などに対応します。

市地域包括支援センター（市民健康管理センター「すこやか」内）



7 2006. 7. 1　広報 けせんぬま

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

保
健
師
・
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・

社
会
福
祉
士
が
中
心
と
な
り
、
高

齢
者
の
方
々
を
介
護
・
福
祉
・
健

康
・
医
療
な
ど
様
々
な
面
か
ら
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
専
門
職
で
あ

る
保
健
師
・
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・

社
会
福
祉
士
が
チ
ー
ム
を
組
み
、

地
域
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
様
々
な
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
み
な
さ
ん
を
総
合

的
に
支
え
、
暮
ら
し
や
す
い
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
、
そ
の
他
高
齢
者
福

祉
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
ど
ん
な

こ
と
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�� �

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

次
の
よ
う
な
仕
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。

�

　
新
予
防
給
付
（
要
支
援
１
・
２
）

と
認
定
さ
れ
た
方
や
、
日
常
生
活
を

送
る
う
え
で
、
何
ら
か
の
支
援
が
必

要
と
思
わ
れ
る
方
を
対
象
に
、
介
護

予
防
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
そ
の
方
が

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

で
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
の
予
防

や
状
態
の
悪
化
予
防
を
図
り
ま
す
。

�

　
高
齢
者
や
そ
の
家
族
、
地
域
住
民

の
方
な
ど
か
ら
様
々
な
相
談
を
受
け

付
け
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か

を
把
握
し
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な

い
で
い
き
ま
す
。

���

　
高
齢
者
に
対
す
る
虐
待
の
防
止
や

早
期
発
見
の
た
め
の
事
業
、
そ
の
他

権
利
擁
護
に
関
す
る
こ
と
を
行
い
ま

す
。

��

　
高
齢
者
一
人
ひ
と
り
の
状
態
の
変

化
に
対
応
し
た
長
期
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
支
援
す
る
た
め
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
個
別
相
談
に
対
応
し
た
り
、

支
援
困
難
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
の
指
導
・

助
言
を
行
い
ま
す
。

����
　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
、
高
齢
者
の
在
宅
介

護
な
ど
に
関
す
る
身
近
な
相
談
窓
口

と
し
て
活
動
し
ま
す
。

�

　
活
動
の
中
に
は
、
電
話
・
面
接
に

よ
る
福
祉
相
談
へ
の
対
応
や
、
介
護

保
険
に
関
す
る
情
報
提
供
、
啓
発
活

動
の
ほ
か
、
お
お
む
ね
65
歳
以
上

の
一
人
暮
ら
し
、
二
人
暮
ら
し
な
ど

高
齢
者
世
帯
の
健
康
・
生
活
状
態
の

実
態
把
握
活
動
な
ど
が
あ
り
、
該
当

す
る
お
宅
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

�

　
地
区
別
に
各
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
が
担
当
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

職
員
が
訪
問
し
た
際
は
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

　
本
市
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

は
次
の
と
お
り
で
す
。

�

■
気
仙
沼
市
や
す
ら
ぎ
在
宅
支
援

　
セ
ン
タ
ー

　
錦
町
二
丁
目
５
―
1
0

�

　
☎
（
２
１
）
４
０
１
１

�

　
担
当
‥
鹿
折
地
区

�

■
一
景
島
在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー

　
潮
見
町
1
8

�

　
☎
（
２
５
）
３
２
３
３

�

　
担
当
‥
南
地
区

■
キ
ン
グ
ス
・
タ
ウ
ン
在
宅
支
援

　
セ
ン
タ
ー

　
三
日
町
三
丁
目
１
―
１

　
☎
（
２
４
）
３
０
０
１

　
担
当
‥
上
地
区
・
中
地
区

�

■
恵
潮
苑
在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー

　
東
新
城
二
丁
目
２
―
３

　
☎
（
２
１
）
１
２
２
３

　
担
当
‥
西
地
区
・
新
月
地
区

■
恵
風
荘
在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー

　
松
崎
柳
沢
２
２
８
―
6
8

　
☎
（
２
４
）
２
８
２
０

　
担
当
‥
松
岩
地
区

■
キ
ン
グ
ス
・
ガ
ー
デ
ン
在
宅
支
援

セ
ン
タ
ー

　
岩
月
星
谷
6
4
―
３

　
☎
（
２
６
）
１
１
６
５

　
担
当
‥
面
瀬
地
区
・
階
上
地
区

■
在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー
お
お
し
ま

　
廻
舘
5
5
―
２

　
☎
（
２
６
）
２
２
７
２

　
担
当
‥
大
島
地
区

セ
ン
タ
ー
の
仕
事
は
？

　
相
談
内
容
が
他
の
人
に
知
ら

れ
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
は
、
法
律
に
よ
り
秘
密
を

守
る
義
務
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

�

　
ま
た
、
支
援
に
必
要
な
範
囲
の
関

係
者
に
対
し
、
情
報
を
提
供
し
て
も

い
い
か
、
あ
ら
か
じ
め
利
用
者
本
人

に
同
意
を
得
る
よ
う
に
し
ま
す
。 

��    �

　
介
護
以
外
の
相
談
で
も
受
け

て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
職
員
の
専
門
外
の
様
々
な

相
談
に
つ
い
て
も
、
地
域
の
関
係
機

関
を
紹
介
し
た
り
、
情
報
提
供
を
行

う
な
ど
適
切
に
対
応
を
行
い
ま
す
。 

ＱＱ AA 地
域
包
括

　
支
援
セ
ン
タ
ー

地
域
包
括

　
支
援
セ
ン
タ
ー

Q
A
&&

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は

�

地
域
の
窓
口
で
す

�

介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

�

総
合
相
談
・
支
援

�

包
括
的
、
継
続
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

権
利
擁
護
事
業

セ
ン
タ
ー
の
仕
事
は
？

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は

�

地
域
の
窓
口
で
す

宮城交通バス「金成沢行き」

　…… 健康管理センター前下車

宮城交通バス「上八瀬行き」

　…… 松川前下車徒歩15分

岩手県交通バス「特急一関行き」

　… 新月公民館前下車徒歩20分

市地域包括支援センター唐桑分室
（保健福祉センター「燦さん館」内）

市内方面から

「すこやか」へ
　　行くには…
「すこやか」へ
　　行くには…
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気仙沼市

平成17年度 消費生活相談状況

相談件数は減少

�

　
平
成
17
年
度
に
、
旧
気
仙
沼
市

が
受
け
付
け
た
消
費
生
活
相
談
の

件
数
は
５
７
６
件
で
、
平
成
16
年

度
の
１
、
０
８
４
件
に
比
較
す
る

と
５
０
８
件
（
46
・
９
％
）
の
大

幅
な
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
ハ
ガ
キ
・
封
書
・

メ
ー
ル
な
ど
に
よ
る
架
空
請
求
に

関
す
る
相
談
が
、
平
成
16
年
度
で

６
４
７
件
だ
っ
た
も
の
が
、
平
成

17
年
度
で
は
２
２
４
件
と
減
少
し

た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
減
少
の
理

由
と
し
て
は
、
全
国
的
に
拡
大
す

る
架
空
請
求
被
害
の
状
況
を
受
け
、

国
・
県
・
市
町
村
な
ど
の
消
費
者

へ
の
啓
発
活
動
や
、
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
に
よ
る
情
報
提
供
、
警
察
の
取

り
締
ま
り
の
強
化
な
ど
に
よ
る
こ

と
と
「
個
人
情
報
保
護
法
」
が
平

成
17
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
こ

と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

��

　
平
成
16
年
度
で
減
少
傾
向
だ
っ

た
多
重
債
務
に
関
す
る
相
談
は
、

平
成
17
年
度
で
は
１
１
８
件
で
前

年
度
よ
り
増
加
し
ま
し
た
。
生
活

費
や
返
済
の
た
め
の
借
り
入
れ
を

繰
り
返
す
と
い
う
ケ
ー
ス
は
相
変

わ
ら
ず
多
く
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
な
ど
で
の
勧
誘
に
よ
っ
て
ヤ
ミ

金
融
業
者
か
ら
借
り
入
れ
し
、
厳

し
い
取
り
立
て
や
法
外
な
金
利
請

求
で
困
っ
て
い
る
と
い
う
ケ
ー
ス

や
連
帯
保
証
に
つ
い
て
の
相
談
が

多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
相
談
件
数
は
５
７
６
件

で
す
が
、
一
つ
の
相
談
が
様
々
な

問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

相
談
内
容
別
総
件
数
で
は
７
０
５

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
旧
唐
桑
町
で
は
、
18
件

の
相
談
や
情
報
提
供
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

��

　
相
談
内
容
を
部
門
別
に
見
る
と
、

商
品
に
関
す
る
相
談
と
役
務
に
関

す
る
相
談
が
ほ
ぼ
同
じ
割
合
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
問
題
商
法
別
で
は
、
架
空
請
求

に
関
す
る
相
談
が
、
前
年
度
に
比

べ
て
減
少
し
て
い
る
も
の
の
圧
倒

的
に
多
く
、
チ
ラ
シ
・
広
告
商
法
、

訪
問
販
売
な
ど
に
関
す
る
も
の
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
福

祉
商
法
や
電
話
勧
誘
に
よ
る
資
格

商
法
、
送
り
つ
け
商
法
、
展
示
会

商
法
で
の
過
量
契
約
、
ア
パ
ー
ト

の
敷
金
精
算
な
ど
、
相
談
内
容
が

ま
す
ま
す
複
雑
多
様
化
し
、
深
刻

さ
を
増
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

�

　
相
談
者
の
性
別
で
は
、
女
性
が

３
５
４
件
、
男
性
が
２
１
１
件
（
団
体

11
件
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
代

別
で
は
、
60
代
が
１
４
８
件
と
最

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
30
代

か
ら
70
代
ま
で
あ
ま
り
ば
ら
つ
き

が
な
く
、
未
成
年
者
も
含
め
年
代

を
問
わ
ず
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
う
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

���

　
悪
質
商
法
の
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
普
段
か

ら
悪
質
商
法
に
関
す
る
知
識
と
そ

れ
に
対
す
る
心
構
え
を
持
っ
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
　
　

� 
 

架
空
請
求
に
対
し
て
は
、
全
く

身
に
覚
え
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
連

絡
せ
ず
に
無
視
し
ま
し
ょ
う
。
た

だ
し
、
裁
判
所
か
ら
の
「
特
別
送

達
」
に
よ
る
支
払
い
督
促
や
少
額

訴
訟
の
呼
び
出
し
状
の
場
合
は
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

�

　
契
約
や
借
金
に
関
し
て
困
っ
た

こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
早
め
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

�

相
談
・�

問
い
合
わ
せ
先
／

　
市
商
工
課
消
費
生
活
係
　

☎
（
２
２
）
３
４
３
７

旧

商品一般
156件

（27.1％）

金融・保健サービス
133件

（23.1％）

運輸・通信サービス
79件（13.7％）

教養・娯楽品
41件（7.1％）

保健衛生品
29件（5.0％）

その他
138件

（24.0％）

契約
490件

（69.5％）

販売方法
110件

（15.6％）

価格・料金
49件（6.9％）

接客対応
30件（4.3％）

品質・機能・品質
10件（1.4％）

その他 16件（2.3％）

架空請求
224件

（60.1％）

チラシ・広告商法
43件（11.5％）

商品一般
23件（6.2％）

家庭訪問
16件（4.3％）

点検商法
12件（3.2％） その他

55件
（14.7％）

部門別相談件数：576件

相談項目別相談件数：705件

主な問題商法別相談件数：373件

　市では、専門の相談員を配置し、市民からの消費生活

相談に応じています。今回は、旧気仙沼市で受け付けた

平成17年度の消費生活相談の状況をお知らせします。

�

多
重
債
務
に
関
す
る
相
談
は
増
加

�

問
題
商
法
は
多
様
化

�

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に

旧

架
空
請
求
に
関
す
る
相
談
が
減
少

平成17年度 消費生活相談状況

相談件数は減少
　市では、専門の相談員を配置し、市民からの消費生活

相談に応じています。今回は、旧気仙沼市で受け付けた

平成17年度の消費生活相談の状況をお知らせします。
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　旧気仙沼市では、市長交際費の執行状況を公表していました。ここでは、旧気仙沼市の平成17年

度の実績をお知らせします。

　市長交際費は、円滑な市政運営のために必要な外部との交際上要する経費です。平成17年度の執

行額は、一般会計・特別会計・企業会計の合計で、2,372,937円となっており、前年度と比較して

216,870円少なくなっています。

　市では、市民参加による公正で開かれた市政の推進を図るため、情報公開条例と個人情報保護条

例を定め、市がもつ公文書の公開や、本人の求めに応じた個人情報の開示を行っています。

　平成17年度の公開・開示請求件数などをお知らせします。　

　旧気仙沼市の平成17年度の公文書の公開請求

件数は38件でした。実施機関別の件数と処理状

況は、右の表のとおりです。また、個人情報の

開示請求は２件でした。

�　なお、旧唐桑町では、平成17�年度の情報公開・

個人情報開示の請求はありませんでした。

　審議会などの会議についても公開しており、傍聴ができます。

�　旧気仙沼市では平成17年度に、４つの審議会などで、延べ５回の会議が開催され、報道関係者１人が傍聴

しました。

�　情報公開、個人情報の開示を希望する方は、事前にご相談ください。

�問い合わせ先／総務課文書情報係　

�　　　　　　　☎（22）6600内線226

旧気仙沼市

平成17年度の
�　市長交際費の執行状況をお知らせします

■一般会計（予算額 3,300,000円）

77
�217
�74
�0
�4
�4
�9

�385

358,396
�1,027,060

�708,500
�0

�12,100
�50,000
�68,260

�2,224,316
�67.4%

会 費 に 要 す る 費 用
慶 祝 に 要 す る 費 用
弔 意 に 要 す る 費 用
見舞いに要する費用
�記念品・土産に要する費用
健闘激励に要する費用
そ の 他

項　　　　　目 件　数 金　　額

執行率
合　　　　　計

■特別会計（予算額 210,000円）
　（魚市場・青果市場・索道）

2
�10
�1
�0
�1
�0
�2

�16

15,000
�53,074
�3,000

�0
�6,205

�0
�9,870

�87,149
�41.5%

会 費 に 要 す る 費 用
慶 祝 に 要 す る 費 用
弔 意 に 要 す る 費 用
見舞いに要する費用
�記念品・土産に要する費用
健闘激励に要する費用
そ の 他

項　　　　　目 件　数 金　　額

執行率
合　　　　　計

■企業会計（予算額 150,000円）
　（ガス・水道事業）

0
�3
�1
�0
�9
�0
�0

�13

0
�20,000
�10,000

�0
�31,472

�0
�0

�61,472
�41.0%

会 費 に 要 す る 費 用
慶 祝 に 要 す る 費 用
弔 意 に 要 す る 費 用
見舞いに要する費用
�記念品・土産に要する費用
健闘激励に要する費用
そ の 他

項　　　　　目 件　数 金　　額

執行率
合　　　　　計

お知らせします

平成17年度

公文書の公開、個人情報の開示状況を公文書の公開、個人情報の開示状況を

● 会議の公開

● 情報公開の請求は38件
実施機関

市　　　長

公営企業管理者

教育委員会

議　　　会

計

32

1

2

3

38

14

1

2

17

12

1

1

14

2

1

3

4

4

4

4

不服申立
受付
件数 公　開 非公開

処　理　状　況

処理中 その他部分公開

単位：円 単位：円 単位：円
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骨髄バンクをご存じですか？

すこやか通信

　骨髄バンクは、血液疾患の治療として骨髄移植を必要とする患者さんと「骨髄液」を

提供してくれる健康な人、医療機関などの間に入り、連絡・調整業務を行う公的機関で

す。世界40の国に設置されていますが、日本では、財団法人骨髄移植推進財団が主体と

なり、厚生労働省・日本赤十字社・都道府県・医療機関・ボランティア組織など多くの

関係機関や団体が連携して活動しています。

�　わが国では、白血病や再生不良性貧血など血液の病気を発症する人が、約6,000人

もいるそうです。以前は、有効な治療法がなく、不治の病といわれていましたが、現

在では骨髄移植で直せることがわかっています。

�　しかし、この治療は、健康な人からの骨髄液の提供がなければ成り立ちません。し

かも、患者と骨髄提供者（ドナー）の白血球の型（ＨＬＡ）が適合しなければなりま

せん。これが適合する確率は、兄弟姉妹で25％、血縁関係がないと数百人から数万

人に１人とされています。このため、多くのドナーに白血球の型を骨髄バンクに登録

していただき、その中から適合する型を探すという方法をとっているわけです。

�　骨髄提供は、ドナーの自由意志による善意で成り立っています。一人でも多くの患

者さんを救うためには、たくさん

の方々の善意と協力が必要なので

す。なお、ドナー登録できるのは、

年齢が18歳から54歳以下までの

健康な方です。また、骨髄提供で

きる方は20歳以上55歳以下です。

　骨髄液は骨の中空部に詰まっ

ている液で、赤血球や白血球な

どを造ります。骨髄移植は、健康な人から骨髄液を提供していただいて、患者さんの骨髄液と入れ

替えることです。「移植」という言葉から連想しがちな大手術ではありません。

�

�

�　宮城骨髄バンク登録推進協議会では、献血会場で献血並行型ドナー登録会を実施します。骨髄バ

ンク事業へのご理解をお願いします。登録は２㎖の採血で済みます。

�日時／７月30日（日）午前９時から午後３時まで

�場所／イオン㈱ジャスコ気仙沼店（献血会場）

�問い合わせ先／宮城骨髄バンク登録推進協議会気仙沼支部

�　　　　　　　☎（24）3586

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・血 液の病気は骨髄移植で治癒する
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・・・・・・・・骨 髄移植とは？
・
・
・
・
・
・
・
・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ド ナー登録会を実施
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

骨髄バンク骨髄バンク

患者患者 ドナードナー



2日（日）
�　三峰病院（松崎柳沢）
�　　　　�☎（２２）６６８５
�　　内科胃腸科医院（仲町）
�　　　　�☎（２２）６７５０
��　小野医院（唐桑町宿浦）
�　　　　�☎（３２）３１２８
�　櫻田歯科医院（古町）
�　　　　�☎（２４）３７７７

9日（日）
　中原クリニック（田谷）
��　　　　�☎（２３）１０２８
�　齋藤外科クリニック（東新城）
��　　　　�☎（２２）７２６０
　佐藤歯科医院（唐桑町馬場）
�　　　　�☎（３２）２３０９

16日（日）
�　村岡外科クリニック（仲町）
��　　　　�☎（２３）３９９０
　三条小児科医院（田中前）
��　　　　�☎（２３）００８８
�　菅原歯科医院（南郷）
��　　　　�☎（２４）１８１８

17日（月）
�　おだか医院（田中前）
�　　　　�☎（２２）３２１０
�　佐々木小児科医院（魚町）
��　　　　�☎（２２）６８１１
　鈴木歯科医院（魚町）
��　　　　�☎（２２）０８２７

��23日（日）
�　森田医院（八日町）
��　　　　�☎（２２）６６３３
�　猪狩医院（内の脇）
��　　　　�☎（２３）８７８０
��　佐藤医院（唐桑町馬場）
��　　　　�☎（３２）３１０６
　千葉歯科医院（南町）
��　　　　�☎（２２）１３６０

30日（日）
　大里胃腸科内科医院（南郷）
��　　　　�☎（２２）７１５７
�　相澤内科医院（陣山）
�　　　　�☎（２２）６６２３
���　畠山歯科医院（仲町）
��　　　　�☎（２２）２２３３
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月の
休日救急当番医7 7月の健康診査と健康相談

�■20日（木）

�　受付時間／午後0時15分～0時30分

�　対象／

�　　平成18年3月1日～3月16日生まれ

��■21日（金）

�　受付時間／午後0時15分～0時30分

�　対象／

�　　平成18年3月17日～3月31日生まれ

４カ月児健康診査

■8月23日（水）

�　受付時間／午前9時30分～10時30分

�　対象／就学前の乳幼児

子育て相談（８月）

�■13日（木）

�　受付時間／午後0時15分～0時30分

�　対象／

�　　平成14年12月4日～12月24日生まれ

��■14日（金）

�　受付時間／午後0時15分～0時30分

�　対象／

�　　平成14年12月25日～

　　　　　　  平成15年1月10日生まれ

３歳児健康診査

【持参するもの】

　①母子健康手帳

　②問診票（子育て相談については会場に用意してあります）

�　③バスタオル

※成分献血は、前日までに予約が必要です。

予約・問い合わせ先／市健康介護課健康予防係（すこやか内） ☎（21）1212

実施日 種別 受付時間 実　　施　　会　　場

12日(水)

20日(木)

30日(日)

成分

全血

全血

9：00～10：30

11：30～13：30

9：00～11：30

13：00～15：30

9：00～14：00

9：00～15：00

7月の献血日程

４カ月児健康診査

�■28日（金）

�　受付時間／午後0時15分～0時30分

�　対象／

�　　平成16年12月8日～12月31日生まれ

1歳６カ月児健康診査

�■27日（木）

�　受付時間／午後0時15分～0時30分

�　対象／

�　　平成15年12月11日～

　　　　　　　平成16年1月3日生まれ

２歳６カ月児健康診査２歳６カ月児健康診査

子育て相談（８月）

３歳児健康診査

小野万㈱

気仙沼水道事務所（酒大将十文字目店駐車場）

保健福祉センター「燦さん館」

唐桑公民館

宮城県合同庁舎

イオン㈱ジャスコ気仙沼店

健康診査・相談会場／市民健康管理センター「すこやか」

�申込・問い合わせ先／市健康介護課健康増進係（すこやか内） ☎（21）1212

1歳６カ月児健康診査

■24日（月）

�　時間／午後1時15分集合

�　対象／市内にお住まいの妊娠中の

　　　　夫婦（定員15組）

�　内容／パパの妊婦体験・赤ちゃんの

　　　　歯を育てる

�　申し込み／7月18日（火）まで電話で

　　　　　　直接申し込む

パ パ マ マ 教 室パ パ マ マ 教 室

問い合わせ先

気仙沼市医師会
☎（22）0842・☎（22）8383

気仙沼歯科医師会
☎ （24）6060



婦人防火クラブや自治会の方々による

初期消火訓練

　6・12市総合防災訓練が、６月４日に気仙沼小学校

や魚浜公園、市役所周辺など４つの会場で行われまし

た。宮城県沖を震源とするマグニチュード8.0と推定

される地震が発生し、本市で震度６弱を観測したとい

う想定で、自主防災訓練・自営消防訓練・救出・救助

訓練・災害対策本部設置運用訓練などが行われました。

　訓練には、消防団をはじめ防災関係機関・団体や周

辺自治会、一般の市民などが大勢参加し、いざという

ときに備えて、真剣に取り組んでいました。

　また、会場以外の沿岸の地域でも、津波警報が発表

され、住民に避難勧告が発令されたという想定で、避

難訓練が行われました。

いざというときに備えて
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いざというときに備えて

消防署・消防団による一斉放水訓練

救護訓練には気仙沼中学校の

生徒も参加

ヘリコプターによる

救出・救助訓練

　6・12市総合防災訓練が、６月４日に気仙沼小学校

や魚浜公園、市役所周辺など４つの会場で行われまし

た。宮城県沖を震源とするマグニチュード8.0と推定

される地震が発生し、本市で震度６弱を観測したとい

う想定で、自主防災訓練・自営消防訓練・救出・救助

訓練・災害対策本部設置運用訓練などが行われました

　訓練には、消防団をはじめ防災関係機関・団体や周

辺自治会、一般の市民などが大勢参加し、いざという

ときに備えて、真剣に取り組んでいました。

　また、会場以外の沿岸の地域でも、津波警報が発表

され、住民に避難勧告が発令されたという想定で、避

難訓練が行われました。
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議会のしくみを楽しく体験

　小原木小学校３年生の児童11人が６月20

日に市役所を訪れました。これは、中井・唐

桑・小原木の各公民館と小学校でそれぞれ共

催している「ふるさと学習会」の一環として

訪れたもので、議場や市長室、１階の窓口な

どを見学しました。

　議場では、子どもたちが市長や議員に扮し

『給食で食べたいメニュー』を議題とした模

擬議会を体験をしながら、議会のしくみを楽

しく学びました。

　国道45号気仙沼バイパス「花のみち45」

の一斉植栽が、６月11日の朝に行われました。

この日は、バイパス沿線の住民など約3,000

人が参加し、サルビアやジニア、マリーゴー

ルドなどの苗を一斉に植栽しました。参加者

は、手際よく次々と作業を進め、約５万本の

苗は瞬く間に植栽されていきました。「花の

みち45」は観光客が多くなる夏最盛期には、

華やかな色の花々が咲きそろい、ドライバー

などの目を和ませます。

議会のしくみを楽しく体験

ドライバーの目を和ませて
－「花のみち45」一斉植栽－

ドライバーの目を和ませて
－「花のみち45」一斉植栽－

　第18回歯の健康のつどいが、６月４日に市

民健康管理センター「すこやか」で行われま

した。会場では、8020よい歯のコンクール

と図画・ポスターコンクール入賞者の表彰式

が行われたほか、歯の健康に関する様々なイ

ベントが行れました。

�　歯型をとる材料を使って手形を作製するコ

ーナーは長い列ができるほどの人気で、子ど

もたちが楽しそうに自分の手形をとっていま

した。

「手形作製コーナー」が大人気「手形作製コーナー」が大人気
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観
察
し
た
結
果
を
グ
ラ
フ

化
し
た
も
の

■
部
門
／

①
小
学
校
１
・
２
年
生
の
部

②
小
学
校
３
・
４
年
生
の
部

③
小
学
校
５
・
６
年
生
の
部

④
中
学
生
の
部

⑤
高
校
生
以
上
・
一
般
の
部

⑥
パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部

�

■
規
格
／
72
・
８
�
×
51
・
５
�

（
Ｂ
２
版
）

�

■
募
集
期
限
／
８
月
31
日
（
木
）

ま
で

����

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
／

�

　
県
企
画
部
統
計
課

�

☎
０
２
２
（
２
１
１
）
２
４
５
１

�

　
市
企
画
政
策
課
統
計
係

�

　
☎
（
２
２
）
６
６
０
０

�

　
内
線
３
１
４

�����

気
仙
沼
分
館
レ
ク
・
ダ
ン
ス

���

■
日
時
／
７
月
11
日
（
火
）
午
後

７
時
か
ら

��

■
場
所
／
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

�

気
仙
沼
地
区
老
連
（
高
齢
者
）

�

ス
ポ
ー
ツ
大
会

������

■
日
時
／
７
月
25
日
（
火
）
午
前

10
時
か
ら

���

■
場
所
／
気
仙
沼
小
学
校
体
育
館

�

条
南
分
館
親
子
グ
ラ
ウ
ン
ド

�

ゴ
ル
フ
大
会

������

■
日
時
／
７
月
23
日
（
日
）
午
前

９
時
か
ら

■
場
所
／
条
南
中
学
校
校
庭

�

松
岩
地
区
少
年
少
女
球
技
大
会

���

■
日
時
／
７
月
15
日
（
土
）
・
16
日

（
日
）
午
前
９
時
か
ら

■
場
所
／
市
総
合
体
育
館
「
ケ
ー
・

ウ
エ
ー
ブ
」

�
新
月
地
区
長
生
き
ス
ポ
ー
ツ
大
会

������

■
日
時
／
７
月
24
日
（
月
）
午
前

10
時
か
ら

��

■
場
所
／
新
月
中
学
校
体
育
館

�

階
上
オ
ー
プ
ン
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

�����

■
日
時
／
７
月
８
日
（
土
）
午
前

８
時
30
分
か
ら

■
場
所
／
森
前
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

広
場

�

大
島
地
区
少
年
少
女
球
技
大
会

������

■
日
時
／
７
月
９
日
（
日
）
午
前

９
時
か
ら

�

■
場
所
／
大
島
小
学
校
体
育
館
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お知らせ

公
民
館
行
事

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
を
募
集

み
な
と
ま
つ
り

会
場
整
理
員
を
募
集

 

海
の
日

“
汽
笛

一
斉
吹
鳴
の
お
知
ら
せ

平成17年度の

取り組み状況が

まとまりました

″

”

”

”

“

”

セ
ン

チ

セ
ン

チ

　「中山間地域等直接支払制度」は、傾

斜がきついなど、条件の不利な中山間地

域の農業を維持するため、集落や個人と

協定を締結し直接交付金を支払う制度です。

　本市におけるこの制度の平成17年度取

り組み状況がまとまりました。

�　交付された集落などでは、交付金を活

用し、農地の良好な管理のほか、農道や

水路の維持管理などに取り組みました。

�

　■問い合わせ先

�　　　市農林課農政係　☎（ 2 2 ）3 4 3 9

中山間地域等

直  接

支 払 制 度

■平成17年度　支払実績

協 定 名
交付対象
面積（㎡）

参加人員
（人）

交付金額
（円）

単価
区分

下 廿 一 １
下 廿 一 ２
下 廿 一 ３
下 廿 一 ４
下 廿 一 ５
久保用水第2組合
上 廿 一 ２
上 廿 一 ３
川上用水組合
上 前 木
下 前 木 １
黒 沢
芳 ノ 口
塚 沢
台
前 田
水 梨 地 区
四 十 二
羽 田
金 取
上 金 取
個 別 協 定

合　　計

104,599
�14,822
�40,439
�16,264
�10,517
�16,163
�20,173
�37,651

�129,711
�25,170
�14,627
�47,697
�35,349
�9,693

�51,726
�61,741
�44,679
�67,004

�134,376
�23,289
�22,985
�10,708

�939,383

10割
�8割
�8割
�8割
�8割
�8割
�8割
�8割

�10割
�8割
�8割

�10割
�10割
�8割

�10割
�10割
�10割
�8割

�10割
�10割
�8割

20
�4

�10
�4
�3
�6
�5
�6

�24
�12
�4
�5

�14
�3

�12
�11
�9

�14
�18
�6
�3
�1

�194

2,196,579
�249,009
�679,375
�273,235
�176,685
�271,538
�338,906
�632,536

�2,723,931
�422,856
�245,733

�1,001,637
�742,329
�162,842

�1,086,246
�1,296,561

�938,259
�1,125,666
�2,821,896

�489,069
�386,148
�37,478

�18,298,514
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お知らせ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
気
仙
沼
か
ら

事
業
者
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

放
送
大
学
18
年
度
第
２
学
期
生

（
10
月
入
学
）
を
募
集
し
ま
す

気
仙
沼
西
高
等
学
校

「
ふ
れ
あ
い
パ
ソ
コ
ン
教
室｣

を
開
講

オ
ス
ト
メ
イ
ト
相
談
会
を
開
催

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
気
仙
沼
で
は
、

平
成
19
年
３
月
の
新
規
学
校
卒
業

者
を
対
象
と
し
た
求
人
の
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

�

　
地
元
企
業
の
将
来
に
必
要
な
優

秀
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、

求
人
票
の
提
出
は
、
で
き
る
だ
け

早
期
に
お
願
い
し
ま
す
。

�

■
問
い
合
わ
せ
先
／

�

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
気
仙
沼
学
卒
担
当

�

　
☎
（
２
２
）
６
７
２
０

���

　
放
送
大
学
は
「
ス
カ
イ
パ
ー
フ

ェ
ク
Ｔ
Ｖ
！
」
や
「
Ｋ
‐
Ｎ
Ｅ
Ｔ
」

な
ど
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
に

よ
り
授
業
を
行
う
、
正
規
の
通
信

制
大
学
で
す
。

�

　
気
仙
沼
視
聴
学
習
室
（
市
図
書

館
内
）
に
は
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
な

ど
の
放
送
教
材
も
あ
り
、
学
習
室

で
の
受
講
の
ほ
か
、
自
宅
で
の
受

講
も
で
き
ま
す
。

�

　
希
望
者
に
は
資
料
を
無
料
で
送

付
し
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
放

送
大
学
宮
城
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

■
募
集
学
生
の
種
類
／

�

●
教
養
学
部

①
全
科
履
修
生
（
学
士
の
学
位
の

習
得
を
目
指
す
）

②
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
）

③
科
目
履
修
生
（
６
カ
月
在
学
）

�

●
大
学
院

④
修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
）

⑤
修
士
科
目
生
（
６
カ
月
在
学
）

�

■
応
募
資
格
／

�

・
①
④
⑤
＝
満
18
歳
以
上
の
方

�

・
②
③
＝
満
15
歳
以
上
の
方

�

■
受
付
期
間
／
８
月
15
日（
火
）ま
で

�

※
７
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
気
仙

沼
視
聴
学
習
室
か
市
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
に
申
し
込
ん
だ

方
は
、
入
学
料
が
半
額
に
な
り

ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

■
問
い
合
わ
せ
先
／

�

　
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�

　
生
涯
学
習
係

☎
（
２
２
）
３
４
４
２

�

　
気
仙
沼
視
聴
学
習
室（
市
図
書
館
内
）

☎
（
２
２
）
０
９
６
４

�

　
放
送
大
学
宮
城
学
習
セ
ン
タ
ー

☎�

０
２
２
（
２
２
４
）
０
６
５
１

���

　
気
仙
沼
西
高
等
学
校
で
は
、
み

や
ぎ
県
民
大
学
学
校
等
開
放
講
座

の
一
環
と
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
教
室

を
開
講
し
ま
す
。

��
■
日
時
／
８
月
17
日
（
木
）
・
18
日

（
金
）
・
21
日
（
月
）
の
、
午
後

２
時
か
ら
５
時
ま
で

��

■
場
所
／
気
仙
沼
西
高
等
学
校

�

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室

��

■
対
象
／
50
歳
以
上
の
パ
ソ
コ
ン

を
初
歩
か
ら
学
び
た
い
方
で
、

全
日
程
に
参
加
で
き
る
方

�

■
内
容
／
基
礎
操
作
、
ワ
ー
プ
ロ

基
礎
、
ハ
ガ
キ
作
成
な
ど

�

■
参
加
料
／
無
料
（
た
だ
し
、
テ

キ
ス
ト
代
１
、
０
０
０
円
が
必

要
と
な
り
ま
す
）

��

■
申
込
方
法
／
ハ
ガ
キ
に
氏
名
・

年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明

記
し
「
ふ
れ
あ
い
パ
ソ
コ
ン
教

室
申
し
込
み
」
と
記
入
し
、
７

月
18
日
か
ら
28
日
ま
で
の
間
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

��

■
問
い
合
わ
せ
先
／

�

　
気
仙
沼
西
高
等
学
校

�（
〒
９
８
８
―
０
１
７
１ 

赤
岩

牧
沢
１
５
５
―
１
）
担
当 

小
山

�

　
�
☎
（
２
４
）
１
４
１
４

�����

　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
は
、
病
気
治

療
の
た
め
、
ス
ト
マ
（
人
工
肛
門
・

人
工
ぼ
う
こ
う
な
ど
）
を
造
設
し

た
方
々
で
す
。

　
�
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
で
は
、

ス
ト
マ
を
造
設
し
た
方
や
、
そ
の

家
族
を
対
象
と
し
た
相
談
会
を
実

施
し
ま
す
。

��

■
日
時
／
７
月
21
日
（
金
）
午
後

１
時
か
ら
４
時
ま
で

�

■
場
所
／
気
仙
沼
市
立
病
院
４
階

会
議
室

■
内
容
／
術
後
の
ケ
ア
、
補
装
具
・

社
会
生
活
・
福
祉
制
度
な
ど
に

関
す
る
講
習
会

�

■
問
い
合
わ
せ
先
／

�

�
�
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

�

　
宮
城
県
支
部
・
菅
原

☎
０
２
２
８
（
３
２
）
４
２
３
４

■多段階免除制度が
　はじまります
�　国民年金には、経済的な事

情などで保険料の納付が困難

な方が、申請により納付が免

除される「免除制度」があり

ます。

�　免除制度は、これまで年間

保険料について

�■全額免除
■半額免除
�　という２つの種類がありま

したが本年７月からは、

■４分の１免除
�■４分の３免除
�　が新たに加わり、４段階の

免除制度になりました。

�　これは、負担能力にあわせ

てより納付しやすい仕組みに

するためのもので、前年の所

得額により審査され、免除さ

れることになります。

�　ただし、全額免除以外の方

は、一部納付分の保険料を納

付しない場合は免除期間とし

て認定されず、納付期間に通

算されませんのでご注意くだ

さい。

�　なお、本年度の免除申請は、

７月３日から、市民課、唐桑

総合支所市民生活課、階上・

大島出張所で受け付けます。

�　印鑑と納付書などを持参し

て申請してください。

　また、失業を理由として申

請する場合は、雇用保険受給

資格証や離職票を、転入され

た方は前住所地の所得証明書

などもあわせて持参してくだ

さい。

�

�■市民課国民年金係
　☎（22）6600内線367

■唐桑総合支所
　市民生活課市民係

　☎（32）3130内線246

�■石巻社会保険事務所
　☎0225（22）5115

国民年金の
　　お知らせ
国民年金の
　　お知らせ

問い合わせ先

国民年金の
　　お知らせ



　　　　　気仙沼・本吉地域広域行政事務組合事務局か、気仙沼市、本吉郡内２町の総務課備え付け
の申込書で、持参するか郵送で申し込んでください。
　　　　　７月14日（金）から８月15日（火）まで
※持参する場合は土・日曜日を除きます（郵送の場合は８月15日必着）。
※郵送で申込書を請求する場合は、あて名を明記し、120円切手を貼った返信用封筒(角A4号)を必ず

同封してください。
�　　　　　　　　　　気仙沼・本吉地域広域行政事務組合事務局
�　　　　　　　　　　（〒988－0104　赤岩五駄鱈43－2)�☎（22）9111
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海上保安大学校・海上保安学校学生
　　　　（平成19年度採用）募集

自衛官（平成19年度採用）募集

申込方法

申込期間

申込・問い合わせ先

　　　　　自衛隊宮城地方連絡部登米募集事
務所に連絡のうえ、所定の申込用紙で申し込
んでください。
　　　　　右の表のとおり。
�※採用予定者数や試験日時・場所については、

申し込みの際に確認してください。
�
■自衛隊宮城地方連絡部
　　登米募集事務所　☎0220（34）2244
■市総務課行政係　☎（22）3401

申込方法

申込期間

問い合わせ先 

　　　　　気仙沼海上保安署に備え付けの申
込用紙で申し込んでください。
�※インターネットでも申し込みできます。詳

しくはお問い合わせください。
　　　　　右の表のとおり。
�※試験日時や場所については、申し込みの際

に確認してください。
 　
�■気仙沼海上保安署　☎（22）7084
�■第二管区海上保安本部人事課
　　　　　　　　　　☎022（363）0111

申込方法

申込期間

問い合わせ先 

気仙沼・本吉地域広域行政事務組合
　　　　　　　 消防職員･初級（平成19年度採用）募集

海　上

保　安

大学校

区 分 採 用 予 定 受験資格 受 付 期 間

■約45人

■船舶運航

　ｼｽﾃﾑ課程…約70人

�■航空課程…約10人

�■情報ｼｽﾃﾑ課程

　　　　　…約40人

�■海洋科学課程

　　　　　…約10人

昭和61年4月

2日以降に生

まれた方。

（その他条件

あり）

8月24日(木)から

9月 5日(火)まで

※9月5日消印有効

7月18日(火)から

8月 1日(火)まで

※8月1日消印有効

昭和58年4月

2日以降に生

まれた方。

（その他条件

あり）

海　上

保　安

学　校

防衛

大学

学生

推薦

一般

２　等

陸・海・

空　士

男子

女子

募集区分 応　募　資　格 受 付 期 間

 9月 5日(火)から
7日(木)まで

9月 8日(金)から
29日(金)まで

� 9月 8日(金)から
29日(金)まで

� 8月 1日(火)から
9月 8日(金)まで

� 

� 8月 1日(火)から
9月 8日(金)まで

� 8月 1日(火)から
9月 8日(金)まで

年間を通じて　 
受付しています 

� 8月 1日(火)から
9月 8日(金)まで

��11月 1日(水)から
平成19年 　　　
 1月 9日(火)まで

9月 8日(金)から
29日(金)まで

防 衛 医 科
大学校学生

航 空 学 生

曹 候 補 士

看 護 学 生

自衛隊生徒

一　般　曹
候 補 学 生

21歳未満の方で、高校卒業

者か平成19年3月末までに

卒業見込みの方（その他条

件あり）

24歳未満の方で、高校卒業
者か平成19年3月末までに
卒業見込みの方

18歳以上27歳未満の方

17歳未満の方で、中学校卒
業者か平成19年3月末まで
に卒業見込みの方

18歳以上24歳未満の方

区分 採用予定 受　　験　　資　　格 第　１　次　試　験

消
防
吏
員

６
人
程
度

①昭和60年4月2日から平成元年4月1日までに生
まれた方で、高校卒業程度の学力を有するか、
平成19年3月末までに卒業見込みの方

②色力正常で、両眼とも裸眼視力が0.7以上か、
矯正視力が1.0以上の方

�③聴力が正常な方
④その他、職務遂行に支障が無く健康な方

■日時／9月17日(日)
　午前9時から
■場所／気仙沼・本吉広域防災センター
■試験科目／教養試験･適正検査・体力

測定（5種目)
�※二次試験の日程は、一次試験合格者に

あらためて通知します。
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　「災害に強い漁業地域づくりガイドライン」は、

水産庁の「漁業地域防災対策検討委員会」におい

て、気仙沼湾をモデルとし、各分野の専門家から

の意見にもとづきまとめたものです。

　説明会では、ガイドラインの内容とともに、本

市の防災に関する取り組みも紹介します。漁業関

係者はもちろん、一般の方でも参加できますので、

ぜひご来場ください。

　　　　７月11日（火）

�  　　午後１時30分から４時30分まで

　　　　気仙沼中央公民館

　　　　①ガイドラインの説明

�　　　　②本市の防災の取り組み

　　　　　無料

　※事前の申し込みは必要ありません

　県漁港漁場整備課漁港整備班
　　☎022（211）2942
　市危機管理課防災情報係
　　☎（22）3402
　市水産課漁港漁場係
　　☎（22）3435

◆日時／　◆日時／　

◆場所／　

◆参加料／　

◆問い合わせ先／　

◆内容／　

◆場所／　

◆参加料／　

◆問い合わせ先／　

◆内容／

７月９日（日）は
市農業委員会委員

一般選挙の投票日投票日

７月９日（日）は

　市農業委員会委員一般選挙は、７月２日（日）
に告示され、９日（日）が投票日です。た
だし、立候補者の数が選挙区ごとの定数を
超えない場合は無投票になります。
�
　

� 平成18年１月１日現在において農業委
員会委員選挙人名簿に登録を申請した方で、
名簿調製後、本年３月31日で確定した名
簿に登録されている方です。
�
　
�  投票できる方には、入場券を郵送しま
す。入場券に記載されている投票所をご
確認のうえ投票してください。
�
　
�  仕事などで投票日当日に投票できない
方は、期日前投票ができます。投票方法
など、詳しいことは市選挙管理委員会事
務局へお問い合わせください。

　　　　
�　　　　市選挙管理委員会事務局

　　　　　　　　　　　　　�☎（22）3459

　社会を明るくする運動」は、全ての国民

が犯罪や非行の防止と、罪を犯した人たち

の更生について理解を深め、それぞれの立

場で力を合わせて犯罪のない明るい社会を

築こうとする全国的な運動です。

第56回社会を明るくする運動

気仙沼市地区実施委員会事務局

�（市社会福祉事務所内）

☎（22）6600　内線431

　第56回社会を明るくする運動気仙沼市地

区実施委員会では、強化月間の取り組みと

して、薬物問題に関わり、

若者たちの更生に取り組

む“夜回り先生”水谷修

さんの講演会を開催しま

す。

■日時／７月５日（水）午後６時30分から

■場所／気仙沼中央公民館

■入場料／無料

投票できる方

「入場券」で投票所の確認を

期日前投票ができます

問い合わせ先

問い合わせ先

�「夜回り先生」講演会を開催

7月は
「社会を明るくする運動」

強化月間です
「社会を明るくする運動」

強化月間です

7月は

『災害に強い漁業地域づくりガイドライン』　
�説明会にご参加ください

『災害に強い漁業地域づくりガイドライン』　
�説明会にご参加ください



　
市
で
は
、
７
月
７
日
、
唐
桑
公

民
館
２
階
に
図
書
館
唐
桑
分
館
を

開
設
し
ま
す
。
分
館
で
は
、
幼
児

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
ど
な
た
で
も

快
適
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

�

■
本
の
借
り
方
と
返
し
方
／

　
　
本
は
、
簡
単
な
手
続
き
で
、

一
人
４
冊
ま
で
、
15
日
間
借
り

ら
れ
ま
す
。
返
す
と
き
は
、
カ

ウ
ン
タ
ー
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

閉
館
の
場
合
は
返
本
ボ
ッ
ク
ス

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

�

■
開
館
時
間
／
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で

■
休
館
日
／
日
曜
日
・
土
曜
日
・

第
４
木
曜
日
・
祝
祭
日
・
年
末

年
始
・
特
別
整
理
期
間

����

　
図
書
館
分
館
か
ら
遠
い
方
々
の

た
め
に
、
市
内
各
地
区
を
巡
回
す

る
移
動
図
書
館
車
（
お
お
ぞ
ら
号
）

も
、
唐
桑
総
合
支
所
管
内
の
巡
回

を
開
始
し
ま
す
。

� 
 

４
、
５
０
０
冊
の
本
を
積
み
、

皆
さ
ん
の
地
区
を
回
り
ま
す
の
で
、

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
巡
回
日
と

コ
ー
ス
な
ど
は
下
の
表
の
と
お
り

で
す
。

市図書館　☎（22）6778
唐桑分館　☎（32）3130内線552

問い合わせ先

新着図書新着図書

18広報 けせんぬま　2006. 7. 1

7月のおはなし広場

７
月
７
日
　
　
　

唐
桑
分
館
が

オ
ー
プ
ン

　夜空に輝く星々を、手と指だけを
使って直接測り、誰にでも星座が探
せる方法を紹介した本です。時間ご
とに見える星座を詳しく解説し、星
座にまつわる神話や伝説も紹介して
います。夏休みは、親子で星の観察
にトライしてみませんか？夏の星座
編も近日入荷予定です。

藤井旭 著

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

「パズル・パレス」

ダン・ブラウン 著

「リビングフードをはじめましょう」

いとうゆき 著

�「壊れかた指南」

筒井康隆 著

�「陽気なギャングの日常と襲撃」

伊坂幸太郎 著

�「骨董物語」

桐島洋子 著

「自転車にのって」

マーブルブックス 編

�「おすそわけおふくわけ」

小野藤子 著

�「あの～、それは違法行為ですけど…」

牧野二郎 著

「戦争って、環境問題と関係ないと思ってた」

田中優 著

「ペンギンは歴史にもクチバシをはさむ」

上田一生 著

●

●

●

●

「あっちゃんのはたけ」

大西ひろみ 作・絵

「やったね！へんてこ

ライオン」

長新太 作・絵

「シルバーチャイルド：

ミロと６人の守り手」

クリフ・マクニッシュ 著

金原端人 訳

「十歳のきみへ：九十五

歳のわたしから」

日野原重明 著

絵
　
本

文
　
学

そ
の
他

一般室

児童室

　
今
月
の
お
は
な
し
広
場
は
、

22
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

か
ら
11
時
ま
で
で
す
。
幼
児

か
ら
小
学
低
学
年
を
対
象
に

し
た
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や

紙
芝
居
、
手
遊
び
な
ど
を
し

ま
す
。

「かならず見つかる星座の本：　
春の星座を手でさがそう」

お
お
ぞ
ら
号
も

総
合
支
所
管
内
の

巡
回
を
開
始

７月14日開始
巡回日／毎月第２金曜日

①
②
③
④
⑤
⑥

中井小学校
鮪立児童館前
松圃幼稚園駐車場
理容「片桐」広場
小鯖漁港駐車場
唐桑ユースホテル前

9：40～11：00
11：15～11：45
13：30～14：00
14：10～14：40
14：50～15：20
15：30～16：00

中井コース

７月21日開始
巡回日／毎月第３金曜日

①
②
③
④
⑤

唐桑小学校
地福寺駐車場
舞根集会場
宿浦漁港駐車場
中集会場

9：30～11：50
13：00～13：30
14：00～14：30
14：50～15：20
15：30～16：00

唐桑コース

７月７日開始
巡回日／毎月第１金曜日

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

小原木保育園
小原木小学校
高見荘駐車場
小原木公民館前
町屋敷・中村さん宅前
只越老人憩いの家駐車場
燦さん館駐車場

9：40～10：00
10：10～11：00
11：10～11：40
11：45～12：15
13：30～14：00
14：20～14：50
15：00～16：00

小原木コース

７
月
７
日
　
　
　

唐
桑
分
館
が

オ
ー
プ
ン

○おおぞら号の図書・雑誌・紙芝居は、
　１世帯10冊まで借りられます。
○借りられる期間は、おおぞら号の
　次の巡回日までです。

お
お
ぞ
ら
号
も

総
合
支
所
管
内
の

巡
回
を
開
始

唐桑分館では７月７日オープンに向け
準備を進めています



　おでかけ児童館は、市内の公園や施設
に出向き、幼児と親があそびをとおして
ふれあう場です。どなたでも自由に参加
してください。
■日時／7月12日（水）午前10時30分から
■場所／市民健康管理センター「すこやか」
■内容／歌・手あそび・お話し・ダンスなど
■対象／幼児と保護者
■問い合わせ先／

古町児童館 ☎（23）4648
赤岩児童館 ☎（22）6879
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の各種相談 相談は無料で秘密は守られますので、一人で悩まず
お気軽にご相談ください。7月

�

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
生

涯
学
習
係
☎（
２
２
）３
４
４
２

相 談 内 容

�行政・法律・
人権相談

��

高年齢者求人・
求職相談

�
夫やパートナーからの
暴力（ＤＶ）相談

�高齢者福祉・
介護、生活相談�
�
�

�
�ふれあい相談
�（福祉・生活）相談

市政・一般相談
�
�登記相談
�
�弁護士相談
�
�

�定例人権相談
�
�定例行政相談
�
�消費生活相談
�

家庭児童相談
�

�
�
青少年相談
�

�

��社会保険相談

月曜日～金曜日
�9：00～16：00

�
�10日(月) 11：00～15：30

（定員8人・申し込みは3日から)
20日(木) 10：00～15：00

（行政・人権は委員宅で毎日）
13日(木)
�10：00～15：00
13日(木)
�13：00～15：00
�月曜日～金曜日
�9：00～16：00
�月曜日～金曜日
�8：30～17：00
�月曜日～金曜日
�9：00～16：00
�月曜日～金曜日
�8：30～17：00
�
月曜日～金曜日
�8：30～17：00
��
�月曜日～金曜日
�10：00～16：00

�月曜日～金曜日
�9：00～15：00
��
５日・12日・19日・26日
�9：10～15：30

市役所市民相談室
�
�市役所市民相談室
�
�市役所市民相談室
�
�市地域交流センター
�
�唐桑公民館
�
�唐桑公民館
�
�市役所市民相談室
�
�

�市役所社会福祉事務所

�
�
�市地域交流センター

高年齢者職業相談室
�（市役所第2庁舎内）

�
�市役所内
�※相談専用電話(24)5988
�・地域包括支援センター（市民健
　康管理センター「すこやか」内）
�・地域包括支援センター唐桑分室
　（保健福祉センター「燦さん館」内）
�市青少年育成支援センター青少年
相談室（中央公民館体育館内）

�気仙沼市社会福祉協議会
（総合市民福祉センター「やすらぎ内」）
�※必要に応じ電話相談などを実施

市民相談室
�  （22）3411
�市民相談室
�  （22）3411
�市民相談室
�  （22）3411
�市民相談室
�  （22）3411
�市唐桑総合支所総務企画課
�  （32）4520
�市唐桑総合支所総務企画課
��  （32）4520
�市商工課
�  （22）3437
�市商工課
�  （22）6600内線524
�市社会福祉事務所
�  （22）6600内線445
�市男女共生推進室
�  （24）5988
�市地域包括支援センター
�  （21）1212
�市地域包括支援センター
唐桑分室�  （32）4811
�市青少年育成支援センター
�  （24）0766
�社会福祉協議会
�  （22）0709
唐桑支所�  
�  （31）2051
�石巻社会保険事務所
　0225（22）5115

時　　　　　間 場　　　　　所 担　　　　当

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

４日(火) 10：00～12：00

※相談時間は、正午から午後１時までを除きます。

問
い
合
わ
せ
先

こどもひろば

　■日時／7月6日（木）・7月20日（木）午前10時から

　■場所／市総合市民福祉センター「やすらぎ」

ふれあいこどもひろば

　■日時／7月13日（木）午前10時30分から

　■場所／特別養護老人ホーム「恵潮苑」

7 月 の こ ど も ひ ろ ば 子育てテレホン講座
☎（23）3900

7月
の

日　程 対　象 テ　　ー　　マ

7/ 3～  9

幼　児

朝食は一日の命の泉

7/10～17 集団生活で社会性を養う

7/18～23 善悪の区別ができる

7/24～30
思いやりのある
　　　　子どもに育てる

７月のおでかけ児童館７月のおでかけ児童館

おでかけ児童館の様子
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●日程などは変更される
　場合があります。月の主な行事7
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再

国道284号

JR大船渡線

国道45号

Ｊ
Ｒ
気
仙
沼
線

国
道
45
号

気仙沼市

一関市

陸前高田市

本吉町

徳仙丈山

JR陸前
　階上駅

JR南気仙沼駅

JR気仙沼駅JR気仙沼駅

徳仙丈山

　気仙沼市の南西に位置し、本市と本吉町にまたがる

標高711ｍの山です。山頂からの眺めがすばらしく、

唐桑半島や南三陸、太平洋が一望できます。

�　また、徳仙丈山はツツジの名所としても知られてい

ます。40万株ともいわれるヤマツツジやレンゲツツジ

が群生しています。５月の下旬頃にはこれらのツツジ

が見頃を迎え、山一面が燃え立つように赤く染まります。毎年、このツツジを目当てに市外か

らも多くの方々が訪れています。

�　また、このころには、地元の方々が主催する「徳仙丈つつじ祭り」が開催され、山頂付近で

郷土芸能などが披露されます。

�　今年は、冬から春先にかけての寒さの影響で、残念ながら花芽の付きが悪かったようです。

気仙沼・本吉地方リアス・ハイウェイ女性の集い

・時間／午後２時～
・場所／南三陸町総合体育館文化交流ホール「ベイサイドアリーナ」

8日（土）

徳仙丈山徳仙丈山
とく せん さんじょう

7月の納期

納期限内に納めましょう

�

�

固定資産税・都市計画税（２期）

国民健康保険税（１期）

※国民健康保険税の納税通知書
　は７月14日に送付します。
※口座振替の方は残高の確認を
　お願いします。

7月31日（月）が納期限です

とく せん さんじょう

8日（土）

「災害に強い漁業地域づくりガイドライン」説明会

・時間／午後１時30分～
・場所／中央公民館

11日（火）11日（火）

「いやしの日」イベント

・時間／午前10時～
・場所／小田の浜

2日（日）2日（日）


